
一般社団法人 徳島県作業療法士会 
第 7 回理事会 

 
日 時：平成 26 年 10 月 8 日（水） 19：00～ 
場 所：ふれあい健康館 第 3 会議室 
出席者：理事 
 岩佐英志、細川友和、坂東仁志、井上俊子、上原さおり、小森和樹、松村幸治、 
    岡久可奈子 
 監事 
 澤田典子 
欠席者：上田裕久、桒村知治、岡桃子、吉野哲一、河野由美子 
議 長：岩佐英志 
書 記：坂東仁志 

（敬称略） 
報告・議題 
（井上理事） 

1．啓発活動について 
10 月 19 日、マルナカ（新浜町）で啓発活動を予定している。新たに、靴の業者に

よる足元からの健康に関するコーナーを 1 つ加えている。また、河野先生より認知

症に関する活動を依頼されているので、認知症テスト（HDS-R や MMSE など）の

体験コーナーを予定している。その他、革細工や自助具、血圧測定などを予定して

いる。活動と参加の場を提供するために、休止していた作品展を再び開催していく

予定。 
（教育部） 
 2．現職者共通研修について 

9 月 18 日 「作業療法における協業・後輩育成」参加者：30 名 
「職業倫理」           参加者：33 名 

10 月 2 日 「作業療法の可能性」       参加者：25 名 
「実践のための作業療法研究」   参加者：27 名 

昨年と比較して 1.5～2 倍程の参加者の増加があった。 
10 月 23 日 「保健医療福祉と地域支援」 

「日本と世界の作業療法の動向」 開催予定。 
（坂東事務局長 ※河野理事にかわり） 
 3．認知症サポート研修の依頼について 

9 月 26 日、老年期支部より、徳島市地域包括支援センターから講師を招き、認知

症サポート研修を実施。参加者は 8 名（OT6 名、PT1 名）。3 年連続で開催してい



るが、参加者は減少傾向。 
4．生活行為向上マネジメント事例検討会について 

10 月 10 日、11 月 21 日に健祥会にて生活行為向上マネジメント事例検討会を行う

予定。20 名の参加者を予定している。 
（事務局） 
 5．公文書の依頼について 
    今後は板東事務局長に依頼する。 
 6．郵送物について 

徳島医療福祉専門学校から郵送物を送ることが多くなるので、勝浦郵便局とゆう

メールの契約を行う予定。 
7．理事会の開催予定の連絡手段について 

現在郵送で報告しているが、今後はメール（メーリングリストを利用）で報告し

ていく。それに際して、公文書の添付は必要かどうか。もし必要であれば、事務

連絡のみ送っていきたい。 
→了承 

（広報部） 
 8．HP メールフォームの作成について 

ホームページにメールフォームの作成を検討する。 
各理事の名刺が完成。 
メーリングリストを修正。 

（上原理事） 
 9．上半期の決算について 

上半期の決算を近日締め切る。 
（細川副会長） 
10．訪問リハビリテーション実務者研修会について 

期日：2 月 8 日、3 月 1 日 
場所：鳴門病院、徳島文理大学 
県士会からは 5 万円が支出予定。申し込みは小松島病院が担当し、研修会修了者

には修了書が発行される。 
 11．理学療法士会の設立記念祝賀会について 
    期日：12 月 21 日 
 12．健康高齢者から軽度認知症高齢者に対する作業療法の効果について 

日本作業療法士協会から、健康高齢者から軽度認知症高齢者に対する作業療法の

効果を集約したいので、各都道府県の県士会から担当者を選出してほしいと依頼

を受ける。 
 13．他職種連携研修会について 



徳島医師会より在宅医療推進のための他職種連携研修会を開催予定。 
期日：2 月 1 日 
細田、井上、小森、平野、播野、山丸、福島、四宮の 8 名が出席予定。 

 14．四国支部リーダー養成研修会について 
四国支部のリーダー養成研修会に、上原、小森、尾高、富岡、谷村、坂東、瀬上、

平野、角野、柏木の 10 名が出席予定。 
 15．訪問リハビリテーション実務者研修会のブロック編成について 

各都道府県で訪問リハの実務者研修会を実施しているが、ブロック編成をする予

定（徳島は四国ブロックに含まれる）。 
 16．介護の日の広告依頼について 

朝日新聞より第 7 回介護の日（11 月 11 日）の広告を依頼されている。 
17．休会制度について 

休会制度は作成する方向で進めていく方針であり、来年の総会以降になる予定。 
（岩佐会長） 
18．作業療法の日の新聞掲載について 

毎日新聞社から、10 月 27 日の作業療法の日に合わせて、新聞掲載の依頼が来て

いる。掲載予定のイラストが介護士の仕事に近いので、坂東事務局長から新聞担

当者に変更を依頼する。 
19．吉野川プロジェクトについて 

吉野川プロジェクトの文章化を作成（詳細は別紙参照）。第 6 次計画から地域包括

ケアにおける作業療法士の有効性を示していく必要がある。そのためには、社会

福祉士やケアマネージャー、保健師と連携できる人材育成が必要になってくる 
20．第 62 回精神保健福祉全国大会について 

期日：10 月 31 日 
時間：10：00～16：00 
場所：あわぎんホール 

 
・次回理事会開催予定は平成 26 年 11 月 12 日（水）ふれあい健康館とする。 

以上を以って議題の審議等を終了し、議長が閉会を宣言し解散した。 
この議事録が正確であることを証する為、出席した代表理事及び監事は捺印する。 
 
平成 26 年 11 月 12 日 

代表理事：岩佐 英志  ㊞ 

  監  事：澤田 典子  ㊞ 


